
①

空調の本質(空気の質と量の調整)
(科学館)

負圧解消前の

設定温度低減実験

通常の

設定温度
負圧解消後の

設定温度低減実験

③実験：空調の調整による省エネ効果 熱量換算比較(電気と地域冷暖房用

高温水熱量を合算して評価)

館内の空調設定温度を下げることによる、

省エネ効果の検証実験

現状の空調温度設定：２２℃

来館者ヒアリングより「館内は暑い」という回答

設定温度低減実験 設定温度

・設定温度を下げることにより、省エネ効果あり

設定温度低減実験

(MJ)

設定温度を

下げる

外気流入

が減少

空調エネル

ギー削減

② ④
設定温度：19℃ 19→22℃ 19→22℃ 21℃ 21℃

・負圧の解消と併せて実施により、更に効果的

・来館者ヒアリング結果も良好

館内温度を計測し、温度の推移を調査 今回の実験を踏まえ、

温度設定と省エネ効果の関係性を指標化

VAVの設定温度を１℃下げると、エネルギー５％削減

二方弁の設定温度を１℃下げると、エネルギー１％削減
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